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１ 目的 

持続可能な開発目標(SDGs)の達成を目指し、社会全体に SDGs を浸透させるために、地方自治体

及びその地域で活動するステークホルダーによる積極的な取り組みが不可欠であり、それに関する

メディアの報道も重要な役割を果たすと考える。本研究は、壱岐市の SDGs 未来都市計画に関する

報道を事例に、地方メディアによる報道の内容分析を行い、地方メディアの SDGs に対する関心を

呼び起こすための努力を具現化していくことにより、SDGs 促進における地方メディアの役割を明

らかにし、さらに地域創生に向けた今後の可能性について提言することを目指している。 

２ 方法 

 地元紙の長崎新聞及び長崎建設新聞における 2018 年～2020 年の 2 年間に、「SDGs 未来都市」に

選ばれた長崎県壱岐市の先進的な取り組みに関する報道を中心に、全国紙と専門紙の関連報道も踏

まえて内容分析を行い、地方メディアによる SDGs の情報発信について検討する。 

３ 結果 

 今回の調査を通して、長崎新聞及び長崎建設新聞において、全国紙が重点的に報道する「気候非

常事態宣言」のみならず、環境教育プログラムの実施、壱岐市と他の企業・機関などの連携協定の

締結、SDGs を周知するイベントの開催など、多面にわたり壱岐市の SDGs に資する取り組みを積極

的に紹介し、SDGs の周知・啓発に努める姿勢が明らかになった。特に「環境教育プログラム」、「住

み続けたいまちづくり運動」「壱岐なみらい創りプロジェクト」など SDGs の認知度を上げるプログ

ラムにフォーカスすることと、自治体として初の「気候非常事態宣言」をしたことを報道する際、

単に内容を紹介するにとどまらず、気候非常事態宣言の背景として、壱岐の地域問題、つまり豪雨

による災害や水不足などの異常事態の発生、藻場の衰退と磯焼け現象により、基幹産業である漁業

への深刻な影響を踏まえて、具体的な参加・協働の仕組みとプロセスに焦点を置いて報道すること

が、地域住民の協働による新たな公共の担い手の育成や複雑な地域課題に対する認識を深めるに大

きな役割を果たしているといえよう。 

４ 結論 

  以上により、地方創生に向けた SDGs 促進における地方メディアの役割について検討した。地

元の先進的な取り組みを積極的に報道することにより、複雑な問題・課題への理解が深まり、より

よい解決策を生み出していくことにつながることが考えられる。また、個々の問題解決の発想から、

様々な問題・課題を関連付け(テーマの統合)、問題を同時に解決していくなど発想の転換が、他の

自治体の参考になる可能性も考えられる。 
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